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【開催状況】

地域労福協 開 催 日 開 催 場 所       人 員
講            師

労 福 協 九 州 労 金 全 労 済 生 協 連

福 岡 09/10(日) 朝倉市「ビューホテル平成」 31 名 深 町 専 務 染井副本部長 坂本事務局長 菊 谷 専 務

遠 賀 川 10/09(月) 直方市「直方いこいの村」 40 名 深 町 専 務 染井副本部長 坂本事務局長 菊 谷 専 務

筑紫・朝倉 10/11(水) 筑紫野市「労金筑紫支店」 17 名 深 町 専 務 染井副本部長 坂本事務局長 東 原 会 長

北 九 州 10/12(木) 北九州市「大谷会館」 31 名 深 町 専 務 染井副本部長 坂本事務局長 菊 谷 専 務

北 筑 後 10/13(金) 久留米市「労金久留米支店」 26 名 深 町 専 務 染井副本部長 坂本事務局長 菊 谷 専 務

京築・田川 10/16(月) 行橋市「金龍」 20 名 深 町 専 務 染井副本部長 坂本事務局長 菊 谷 専 務

南 筑 後 10/20(金) 大牟田市「労金大牟田支店」 17 名 深 町 専 務 染井副本部長 坂本事務局長 東 原 会 長
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2017 年度 地域労福協研修会開催！

テーマ「みんなで労働者福祉事業を利用し、共助の輪を広げよう！」

福岡県労福協は、年間事業計画に基づき、県内7地域労福協で会員団

体を対象とした「地域労福協研修会」を 9 月～10 月にかけて開催しま

した。研修会には、各会員団体から、述べ 182名の次世代を担うリーダ

ー、活動家が参加しました。

研修会は、中央労福協の共通課題でもある「みんなで労働者福祉事業

を利用し、共助の輪を広げよう！」をテーマに、九州労働金庫福岡県本

部から「福岡県預託事業と提携融資制度について」、全労済福岡推進本

部から「『住まいる共済』豪雨・台風による住宅損害の共済金支払いに

ついて」、福岡県生協連から「福岡県生協連の取り組みと災害支援活動」、

福岡地域労福協

2017 労働者福祉合同役員研修会

遠賀川地域労福協

４団体合同研修会

南筑後地域労福協

    2017 労福協役員研修会

筑紫・朝倉地域労福協

2017筑紫・朝倉地域労福協研修会

北筑後地域労福協

2017 年度「北筑後地域労福協研修会」

京築・田川地域労福協

2017 年度地域労福協役員研修会

福岡県労福協から「『福岡県労福協』の

一年間の取り組みについて」をサブタ

イトルとして講話を行いました。

私たちの身近には、労働金庫、全労

済、生活協同組合など、労働組合・労

働運動がつくりあげた協同組合があり

ます。みんなで協同組合の活動を積極

的に推進し、労働者自主福祉のネット

ワークを広げましょう。
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会会員員だだよよりり

  ～ 連合福岡 ～

連合全国一斉集中労働相談キャンペーン実施のお知らせ

連合は、「クラシノソコアゲ応援団！キャンペーン」と連動した取り組みを下

記の通り実施します。今、世の中でも話題になっている長時間労働・不払い残業

等、お悩み方、この機会に是非ご相談ください。

○実施日時

2017 年 12 月 14 日(木)～15 日(金) 10 時 00 分～19 時 00 分

○テ ー マ

  「知っていますか？36 協定～適正な 36 協定で長時間労働、不払い

残業の問題を解決しょう！～ 連合労働相談ホットライン」

○受付番号                ｲ   ｺ    ﾖ       ﾚﾝ   ｺﾞ― ﾆ

全国共通フリーダイヤル ０１２０－１５４－０５２

あと２年で結成 30 年となる連合。1989 年 11 月、東京厚生年金会館で日本労働組合総連合会の結

成大会は開催されました。結成当初の組織は 78産別、組合員約 800万人であり、ここに悲願の労働 4
団体の統一が完成したことになります。

連合福岡は、この年の 12月に産声を上げました。この直後用いられた合言葉は、「顔合わせ、心合

わせ、力合わせ」です。当時は統一したといっても、それまでの労働 4団体が培ってきた運動の歴史、

課題への考え方は様々でした。課題によっては真向うから対立していたこともあり、このスローガン

が各々の心の中に浸透していく時間が必要だったのでしょう。

それから 28 年、今、連合運動を支え、活動に汗して下さる人たちに、４団体統一時にあった過去

の議論の対立を引きずることはありません。むしろ、それぞれが先輩から教わり経験してきた運動に

向かう姿勢を「連合福岡」に生かし、真に働く人たちに頼られる組織となれるようにとの思いで、地

道に努力し合っているのが的をえた評価だと思います。

10 月末に開催した第 20 回連合福岡定期大会で会長に就任した西村芳樹さんは、前会長であった髙

島喜信さんに、「連合を絶対割ってはいけない。割ることになるくらいなら、その議論はしない方がい

い」と助言されたと言います。

今でいう「働くことを軸とする安心社会」実現のために、必死に統一を求めた先輩諸氏の血の出る

ような努力を大切にすべきという思いと、組織が割れることにより働く人たちが被ることとなる悲劇

を、絶対に繰り返してはならないという強い信念からの助言なのだろうと思います。

さて、今の連合福岡の目標は、17万人が結集する組織にまずは全力を傾注すること。そして、働く

人が主役でいられる「働くことを軸とする安心社会」の実現を図かることを胸に刻み頑張っています。

(連合福岡 上野茂伸)

結成 30 周年に向かって
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中央労福協第 4 回地方労福協会議開催！
     2018～2019 年度活動方針(素案)について意見交換する！

連合福岡第 20 回定期大会開催

中央労福協は、9 月 21 日(木)～22 日(金)、大阪市内で第 4 回

地方労福協会議を開催し、2018 年度活動方針(素案)について意

見交換を行いました。冒頭、主催者を代表して黒河悟副会長から

会議の主旨と、開催地の大阪労福協 山﨑弦一会長から、激励の

挨拶がありました。

会議では、今日までの報告事項として、「中央労福協」「各ブロ

ック」から取り組み報告を受けました。

講演Ⅰでは、地域の中小企業勤労者福祉サービスセンターの実

践「ＳＣＫサービスセンターの取り組み～会員拡大への挑戦～」

について、(公財)堺市勤労者福祉サービスセンター副理事長 鎌

倉幸信氏より講演を受けました。

講演Ⅱでは、「ホームレス支援法延長後の課題と大阪希望館」

について、(一社)大阪希望館運営協議会事務局長 沖野充彦氏よ

り、不安定雇用にある若者を路頭に迷わせない取り組みについて講

演を受けました。

二日目は、(1)2017 生活底上げ・福祉強化キャンペーンの取り組

みについて、(2)第 63 回定期総会について、(3)2018 年～2019 年度

活動方針の作成に向けて、花井事務局長から提起を受け、意見交換

を行い確認されました。   鎌倉幸信副理事長の講演

連合福岡は、去る 10月 27日(金)、福岡市内の都久志会館ホールにおいて第 20回定期大会を開催しま

した。一週間前に行われた第 48回総選挙での結果から、働く者にとって厳しい政治状況が続くことを肝

に銘じながら、それでも、まじめに働く人、まじめに働きたいと思う人の先頭に立ち活動を続けること

を基本とした、向こう 2 年間の運動方針を確認するとともに、西村芳樹前事務局長を会長とした、新た

な執行部体制を確立しました。

今大会で最後の挨拶となった髙島喜信会長は、安倍政治に終止符を打つことが出来なかったことを「不

本意」と表現しつつも、県内では改選前より 2名多い、3名の衆議院議員を当選に導くことが出来たこと

に言及し、選挙戦を闘った組合員の皆さんが次の闘いへ自信を持って欲しいと挨拶しました。

議事では 3 名の代議員から、活動への御礼、進めようとする運動への問題提起も含めた質疑があり、

西村芳樹新会長・矢田信浩新事務局長・小陳武志新副事務局長選出

執行部の考え方が示されました。その後、第 5 号議案

の役員選出まで、満場一致承認され、西村芳樹新会長

の執行体制が確立しました。新会長に就任した西村芳

樹氏は「連合とはちぎり絵と同じ。ちぎり絵は近くか

ら見れば様々な色・形をしているが、少し離れると綺

麗な絵になる。それが連合だ。この絵を穢すことなく、

また剥がれ落ちることがないように運動を進める。そ

して、働くことを軸とする安心社会の実現、子供に安

心・安全な社会を引き渡すことが出来るように全力を

尽くす」と挨拶して、団結ガンバローを三唱しました。

また、今大会で退任した髙島喜信前会長に労いと感

謝の拍手が送られ、第 20回定期大会を終了しました。
執行部を代表して挨拶する髙島喜信会長
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福岡県労福協 2017 年度臨時総会実施

全労済は、営利を目的としない保障の生協として共済
事業を営み、組合員の皆さまの安心とゆとりある暮ら
しをめざしています。出資金をお支払いいただいて組
合員になれば、各種共済をご利用いただけます。

福岡県労福協は、6 月及び 7 月に出身団体の事情により、3

名の理事が辞任しました。3 名の欠員が発生したことで、今後

の理事会の運営に支障を来たすおそれがあるため、後任の理事

を選出する書面による「臨時総会」を実施しました。

取り扱いについては、一般社団・財団法人法第58条及び福岡

県労福協定款 17条 6項の規定に基づき、臨時総会を招集するこ

となく、提案事項(理事の選出の件)について書面による決議を

行い、後任の理事を選出しました。

手続きは、書面による臨時総会の実施について、各会員団体

代表者に賛同をいただき、提案書の提案事項(理事の選出の件)

に異議がない場合は、「書面議決書」に必要事項を記入して 9

月 1 日(金)まで事務局へ返送していただきました。この場合、

12会員団体代表者全員の同意が必要になります。なお、提案事

項については各会員団体代表者の全員の同意を頂き、9 月 1 日

付で、下記の理事が就任しました。

【辞任された理事】

・品川 浩二 副理事長(全労済福岡県本部本部長)

・岩木 克明 理事(全労済福岡県本部専務執行役員)

・宮﨑 正義 理事(福岡県生活協同組合連合会会長理事)

【後任の新理事(9/1 付)】

・佐田 正二 副理事長(全労済福岡推進本部本部長)

・坂本 隆浩 理事(全労済福岡推進本部事務局長)

  ・東原 晃一郎理事(福岡県生活協同組合連合会会長理事)

  ※9月 1日より組織改編で全労済福岡推進本部になりました。

11 月・12 月のスケジュール

11 月 15 日(水)

・第 2回組織・財政検討委員会

・2017 福岡県民さわやかマラソン

大会第 4回事務局会議

11 月 19 日(日)

・第 6回理事会

・2017 年度理事研修会

11 月 21 日(火)

・福岡県勤労者知事表彰式

11 月 22 日(水)

・中央労福協第 63 回定期総会

11 月 26 日(日)

・2017 福岡県民さわやかマラソン大会

11 月 27 日(月)

・全労済福岡推進本部推進会議

11 月 28 日(火)～29 日(水)

・南部労福協「研究集会」

11 月 30 日(木)

・平成 30 年度福岡県予算編成に向けた

要請行動

12 月 06 日(水)

・南部労福協第 3回事務局会議

12 月 07 日(木)

・南部労福協第 4回幹事会

12 月 08 日(金)

・第 5回三役会議

12 月 13 日(水)

・第 5回機関紙編集会議
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